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第８回 豊中地区学校再編整備地域協議会 

 

日  時 令和 7年 8月 28 日（木）午後 7時 00 分～ 午後 8時 45 分 

場  所 三豊市市民交流センター 多目的ホール 

出 席 者 【豊中地区学校再編整備地域協議会委員】 

委員等３６名中の２５名 

【三豊市役所関係部署】 

  学校教育課 内田課長    生涯学習課 真鍋課長 

スポーツ振興課 高橋課長  学校給食課 小野課長 

総務課 新延課長      危機管理課 秋山課長 

管財課 曽根課長      建築住宅課 森課長 

建設港湾課 多田課長 

【教育委員会事務局関係職員】 

大原教育長 

開口部長 

教育総務課 三好課長、成行課長補佐、矢野主任、細野主事 

欠 席 者 11 名 

傍 聴 者 0 名 

会議次第 開 会 

1 あいさつ 

2 会議 

【報告事項】 

(1) 総務部会報告 

(2) 通学部会報告 

(3) PTA 部会報告 

(4) 式典部会報告 

（5）教育部会報告 

【その他】 

 (1) 今後のスケジュールについて 

閉 会 

会 議 概 要 

開 会 

司会 それでは、ご案内の時刻が参りましたので、ただいまから第 9 回豊中地

区学校再編整備地域協議会を開会させていただきます。 

まず初めに、大原教育長より一言ご挨拶申し上げます。 

1 あいさつ 

大原教育長 皆さん、こんばんは。昼間はお仕事や家事などでお疲れのところ、お集ま

りいただきありがとうございます。前回、第 8 回の地域協議会におきまし
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て、新しい小学校の統合準備会の報告を踏まえ、対応について協議させてい

ただきました。その結果を、教育委員会や市議会に報告するとともに、三豊

市のホームページで公表し、豊中小学校の開校に向けた動きを進めている

ところでございます。 
本事業につきましては、皆様のご理解をいただきながら、当初の予定どお

り令和 8 年 4 月の開校を目指し、昨年 10 月から校舎の建築工事が始まって

おります。そして、7 月末時点で全体の約 33％が工事として完了しており

ます。現在、校舎の建物では 3 階部分の柱や床、壁といった建物の骨組み

となる重要な部分の工事が進められております。また、1 階部分におきまし

ては内装工事も始まっており、予定通り順調に進んでおります。「33％」と

いう数字を聞くと、少し進捗が遅いと感じる方もいらっしゃるかもしれま

せんが、こちらは当初の計画どおりであり、今のところ順調に進んでおりま

す。 
また、市内小中学校の体育館への空調設備についてですが、これまで夏休

みの使用が少ないことから導入を見送っておりましたが、中学校の体育館

では夏休み期間中の部活動での使用があることから、空調設備の設置工事

を今年度 9 月から行う予定となっております。しかし、近年の異常気象に

よる温暖化、さらには今年度の猛暑などを受けて、豊中小学校の体育館への

空調設備導入についても再度検討する必要が生じました。皆様からも多く

のご要望やご意見をいただいたことを踏まえ、現在進行中の建築工事に合

わせて豊中小学校体育館の空調設備を導入し、施工することを決定しまし

た。この場をお借りして、そのご報告をさせていただきます。 
なお、本日は新しい小学校をさらに良いものにするために、関連する部署

の職員も同席しております。皆様から建設的なご意見や、幅広いご提案をい

ただき、活発なご議論ができればと思っております。どうぞよろしくお願い

いたします。 
事務局 それでは、会議に移らせていただきますが、三豊市学校再編整備地域協議

会規約第五条によりますと、会長が会議の議長になりますので、ここから

は、田井会長と行燈副会長の方にお願いしたいと思います。2 人は前方に移

動していただきまして、一言ご挨拶していただいた後、会議の進行の方よろ

しくお願いいたします。 
田井会長 改めまして、皆さんこんばんは。昼間お疲れのところ、ありがとうござい

ます。それから市当局からたくさんの方に、出席いただいて、ありがとうご

ざいます。どうぞよろしくお願いします。 
行燈副会長 愛育会の行燈です。道を走っていると、新しい校舎が出来上がっていく様

子を目にすることがあり、そのたびに、私もワクワクした気持ちになりま

す。そして、子どもたちもきっと、新しい学校で胸を膨らませて、期待にワ

クワクしているのではないかと思います。 
しかしその一方で、各地区の小学校がなくなることで、その地域から子ど
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もたちの声が消えてしまうのではないかと考えると、少し寂しさを感じる

のも事実です。だからこそ、これから地域全体で、小学校がなくなった場所

に代わる何かを生み出し、地域との結びつきを深めることができたらいい

なと思います。今はまず、新しい学校がしっかりと完成し、みんなで相談し

て決めたことが実行され、皆さんが喜べる小学校が誕生することを願って

います。本日もどうぞよろしくお願いいたします。 
田井会長 それでは、会議を始めたいと思います。夜分の会ですので、できるだけ早

めに終了したいと考えております。ただし、大切な会議ですので、皆さんの

ご意見や質問がございましたら、どうぞご遠慮なく積極的に発言していた

だければと思います。よろしくお願いいたします。 
それでは、資料の方をご覧いただければと思います。会議資料の 1 から

進めていきます。それでは早速、報告事項 1 に移ります。総務部会からの

ご報告をお願いします。部長さんと副部長さん、前の方へどうぞよろしくお

願いいたします。 
【報告事項】(1) 総務部会報告 

真鍋部長 総務部会の真鍋と申します。それでは、本部会の内容を報告いたします。

会議資料の 4 ページからが総務部会の内容となっております。総務部会で

は、4 月 24 日に完成した校歌の確認と、校旗および掲揚旗の作成について

協議を行いました。続いて、資料の 23 ページをご覧ください。校歌につい

て記載されております。 
校歌につきましては、作詞・作曲を三豊市仁尾町出身のシンガーソングラ

イター、藤岡友香さんに依頼しておりました。その校歌が完成し、事務局の

方からコンセプトなどについて説明を受けた後、実際に視聴いたしました。

その結果、総務部としてこの校歌を採用する方針を承認することとなりま

した。これより完成した校歌を皆さんにお聞きいただきたいと思います。そ

れでは、お願いします。 
～視聴中～ 
いかがでしたでしょうか。この校歌が新しい豊中小学校の校歌として定着

していくことでしょう。これまでの小学校とは少し雰囲気が異なると感じ

られるかもしれませんが、しっかり練習を重ね、何度も歌っていくうちに、

やがて自分たちのものとして身についていくのではないかと考えていま

す。今後、この校歌を豊中地区の五校で共有し、児童や先生方がしっかり歌

えるよう練習を進めていきたいと思います。そして、新しい小学校の開校に

向けて準備を整えてまいります。 
次に校旗に関してですが、資料の 4 ページから 10 ページをご覧くださ

い。校旗については、既に大枠のデザインが決定しており、校章ロゴや文字

の色などを協議して最終的に決定しました。その結果、校旗のデザインとし

ては、6 ページ記載の「案 3」を採用することが決まりました。 
次に掲揚旗についてですが、こちらは資料の次のページに記載されてい
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る「案 3」が採用となりました。既に発注も完了しており、9 月中に納品さ

れる予定となっています。次回の部会では納品されたものを確認したいと

考えています。 
簡単ではございますが、以上が総務部会の報告内容となります。どうぞ、

よろしくお願いいたします。 
田井会長 ありがとうございました。ご質問もあるかと思いますが、後でまとめてお

伺いしたいと思います。続いて報告の 2 ということで、通学部会の報告を

いただきたいと思います。部会長さんと副会長さん、よろしくお願いしま

す。 

【報告事項】(2) 通学部会報告 

野田部長 皆さんこんばんは。通学部会長の野田でございます。よろしくお願いしま

す。それでは、席に着いて説明させていただきます。資料ですが、11 ペー

ジから 19 ページが「通学部会」の報告書となっております。通学部会も今

回で 6 回目を迎えまして、令和 7 年 8 月 22 日に第 6 回部会が開催されま

した。詳細につきましては、先ほどお話いたしましたように、11 ページか

ら 19 ページに内容をまとめておりますので、ぜひご覧いただければと思い

ます。主な内容について 3 点ご説明させていただきます。1 つ目は「通学支

援の手段」、2 つ目は「通学路の安全対策」、3 つ目は「跡地利用」の、この

3 点について協議を行いました。 
まず、通学支援の手段等につきましてですが、通学支援の対象となる 24

自治会の児童を、マイクロバス 4 台で送迎することが確認されました。ま

た、バスの乗降場所については、指定された駐停車場を利用することも再確

認しております。参考までに、通学支援の基準や各バスのルート、時刻表な

どについては、資料内に記載しておりますので、そちらをご参照ください。

前回から変更された点としては、資料の 14 ページをご覧ください。そこに

記載されておりますが、今回発注したマイクロバスのデザインと仕様につ

いて記載されています。このバスが 2 月末に完成し、届く予定です。その

際には、児童の皆さんに実際に試乗していただき、乗り心地や利用方法につ

いて体験してもらう予定です。 
さらに、通学支援に関するご意見については、資料の 11 ページにある「協

議内容及び協議結果」の箇所をご参照ください。特に、「1. 通学支援の手段」

に関する部分で何件かご提案をいただいておりますので、それらを十分に

参考にしながら、今後の協議を進めてまいりたいと考えております。 
続きまして、通学路、すなわち徒歩で登校する児童に関連する安全対策と

通学路についてご説明いたします。資料の 12 ページをご覧ください。丸い

円の内側が児童が歩いて登校するルートとして設定されています。このル

ートを基本とし、安全対策を講じていく方針です。 
次に「安全対策」についてですが、大きく分けて「ハード」と「ソフト」

の両面から検討を進めております。まずハード面に関しては、現在の図面の
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中で黄色で囲まれている四角いエリアの道がございます。これらの道路に

ついて、重点的に対策を講じられる箇所から順次整備を進めていく予定で

す。 
続いてソフト面の対策についてですが、資料の 16 ページをご覧くださ

い。「子供の徒歩通学支援・安全安心対策」として記載されております。ハ

ード面での対策については先程申し上げた通り、優先順位を付けて進めて

いきますが、その他の取り組みとして、これまでにも地域のさまざまな団体

が連携し、子供たちが帰宅する時間帯にパトロールを実施しております。こ

のような既存の団体を整理し、それぞれに対して具体的にどのような役割

を担うかを考えていただくよう依頼しております。 
また、これまでいただいたご意見では、すべての危険箇所に対して現状の

対策状況を知らせてほしいという要望や、警察による巡回を依頼してほし

いというご提案がございました。これらの意見も十分に踏まえながら、対策

を具体化していきたいと考えております。 
次に「跡地利用」についてです。資料 19 ページをご覧ください。現在、

区域を定めるための測量や境界確定、備品整備の業務に着手しております。

ただし、すべての施設を活用できるわけではありませんので、残される資産

については有効利用をどうするか検討を進めている段階です。特に、閉校後

には残置物の処理に数ヶ月を要する見込みであり、地元からも要望書が提

出されている状況です。市としては売却も含めた運用方法を慎重に検討す

ることを確認しました。 
なお、令和 8 年度以降の避難所や体育館の運用方法について、地域の方々

から早期の公表を求める要望が上がっておりますが、現時点では明確な回

答ができておらず、それまでの間の管理方法についても、検討を進めており

ますが、最終的な結論にはまだ至っていない状態です。 
最後に、通学部会について私の感想を述べさせていただきます。通学部会

の委員の皆様には、お忙しい中いつもご出席いただき、貴重なご意見やご提

言をいただいております。また、円滑な進行にご協力を賜り、心より感謝申

し上げます。さらに、事務局の皆様におかれましても、少人数での運営を大

変な中でも支えていただいており、重ねてご苦労様と申し上げます。 
通学に関する施策は児童やその保護者、地域の方々にとって極めて重要

な課題であり、跡地利用に関しても同じく地域全体に深く関わる問題であ

ると思います。通学部会も今回で 6 回目を終え、あと 2 回で最終報告書の

作成を目指す段階に入ります。一部未解決の課題も残っておりますが、委員

の皆様や事務局のご協力・ご指導を賜りながら、2 月末までに何らかの形で

報告書をまとめ上げたいと考えております。以上です。。 
田井会長 ありがとうございました。スクールバスの件とか、安全面とか跡地利用と

か、内容が豊富なんですが、また質問等ありましたら、後でお聞きしますの

で、どうぞよろしくお願いします。そしたら、続いてＰＴＡ部会です。部長
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さん、副部長さん、どうぞよろしくお願いします。 
【報告事項】(3) ＰＴＡ部会報告 

矢野部長 ＰＴＡ部会の部会長を務めております矢野と申します。どうぞよろしく

お願いいたします。それでは座らせていただきます。早速、ＰＴＡ部会で話

し合われた内容についてご報告申し上げます。 
資料の 20 ページをご覧ください。ＰＴＡ部会では、令和 7 年 1 月 30 日に

第 7 回部会を開催いたしました。今回の部会は、学生服のメーカーと複数

回にわたる協議を重ねた結果、当初の予定より早く新しい標準服と体操服

を購入可能となったことを、入学説明会に先立って保護者の方々に周知す

るために開催したものでございます。 
その結果、開校 1 年前となる今年の 7 月から新しい標準服・体操服の導

入を開始できる運びとなりました。さらに、標準服・体操服に加え、体操服

のロゴや体操帽、通学帽、靴などについても各学校と協議を行い、同時期に

購入を進めることができました。 
ＰＴＡ部会では、主に標準服・体操服に関する事項やＰＴＡ組織運営につい

て協議を進めております。先ほど述べましたように、標準服・体操服につい

ては概ね議論を終えた状況でございます。一方、ＰＴＡ組織運営につきまし

ては、豊中町内の各小学校に運営規則の作成を依頼し、そこで素案をまとめ

ていただいた後、それを基に各小学校のＰＴＡ役員の方々と内容確認を行

うための部会を開催し、協議を進める予定でした。しかしながら、現時点で

調整がやや遅れており、残念ながら前回の地域協議会以降は部会を開催す

るに至っておりません。早急に取りまとめを行い、9 月頃を目途に部会を開

催して内容を確定させる方向で動いております。関係各位におかれまして

は、引き続きのご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
最後に、進行にあたり私が感じたことを述べさせていただきます。開校 1

年前という早い段階で標準服、体操服、帽子等の準備が整ったことに関しま

しては非常に安堵しております。このようにスケジュールを前倒しできた

のは、ＰＴＡ部会の部員の皆様、事務局の皆様、そして保護者の方々がアン

ケートにご協力くださったおかげだと深く感謝しております。まだいくつ

かの課題が残っておりますが、一つひとつ着実に進めてまいりますので、引

き続きよろしくお願いいたします。 
以上、簡単ではございますが、ＰＴＡ部会の報告と感想を申し上げまし

た。ご清聴ありがとうございました。失礼いたします。 
田井会長 ありがとうございました。制服関係については、早々と決まって販売され

てるようです。ＰＴＡの組織につきましては、検討中ということで、また後

で別の会で集約したいということでした。質問についてはまた同じように

後で伺います。そしたら、報告事項の 4 の式典部会なんですが、部長がこ

の場合にはこない形になってますので、事務局の方から協議内容の報告を

よろしくお願いいたします。 
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【報告事項】(4) 式典部会報告 
事務局 教師教育総務課の矢野と申します。式典部会の部長にかわり協議内容を

報告させていただきます。式典部会は記念式典、開校式、閉校式について協

議しておりまして、今年の 7 月 31 日に第 3 回の部会を開催いたしました。

前回 2 回の部会では、記念式典記念誌の作成について、豊中町の 5 地区、

合同ではなく、地区ごとに実行委員会を組織して開催する予定であること、

これから地区で組織編成を進めていることを確認しておりました。今回の

第 3 回は、その続きということで、進捗状況としまして、資料にも掲載し

ておりますように、5 つの事項を確認いたしました。前回の部会以降の進捗

状況として、各地区から実行委員会の組織編成の報告や閉校記念事業の実

施概要をご報告いただいており、その情報を共有させていただきました。各

5 校の具体的な内容は資料にしておりますので、目を通していただければと

思います。 
続いて、閉校記念式典につきましては、各地区との閉校式とは別に、10

月から 12 月に実施する予定で、各実行委員会において、記念誌の発行など

も含めて、実施内容を検討いただいています。 
閉校式については、各校とも 3 月ごろに実施することに決まっておりま

す。実施方法などは未定ですが、卒業式、終了式、教職員の異動発表の日程

と調整しながら、引き続き、学校と市教委が協力して実施して参ります。ま

た開校式につきましては来年の 4 月ごろに実施することに決まっておりま

す。こちらの実施方法などは未定ですが、入学式、始業式の日程と調整しな

がら、引き続き学校と市教委が協力して実施して参ります。 
小学校完成後につきましては、開校前に広く関係者をお招きできるよう、

施設見学会という形式で内覧してもらうとともに、学校関係者へ事前に登

校の練習や、校舎内の部屋を案内することなども含めて、検討して参りま

す。 
最後に次回の開催については、部会を 10 月ごろに予定しておりまして、

部長、副部長さんを中心に、閉校記念式典の詳細な内容を学校で共有したい

と考えております。これで実施内容につきまして、本地域協議会に報告しご

意見をいただきたいと考えております。以上です。よろしくお願いします。 
田井会長 ありがとうございました。式典部会についてはいろいろなことがあるん

ですが、これからなので、学校や PTA を中心に取り組んでいただいてるよ

うです。続いてですが、今度は教育部会です。これも部長が出席しておりま

せんので、事務局の方、再びですがどうぞよろしくお願いします。 

【報告事項】(5) 教育部会報告 
事務局 失礼します。教育総務課の細野と申します。教育部会の部長に変わりまし

て協議内容をご報告させていただきます。 
まず、教育部会に関する状況です。前回の部会以降、新しいのはありませ

んが、豊中地区の各小学校及び、コンサルティング業務を委託しているコク
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ヨ山陽四国販売株式会社との間で備品、消耗品の新規購入や、流用、移転作

業について協議を重ねております。詳細につきましては、資料の 43 ページ

から 50 ページにかけて、豊中小学校のレイアウト並びに新規購入する什器

や、流通する備品の配置図を掲載しておりますので、ご確認ください。図面

中の赤紫色へ示された椅子、机が新規購入する什器、青色で示された椅子、

机が既存の小学校から流用する備品です。少しわかりづらいかもしれませ

んが、ご確認いただきますと、幸いです。備品に関しましては現在、購入す

る什器や教材を調査し、それぞれの種類、数量を精査しております。また、

既存の小学校から新しい小学校へ移動させる備品や消耗品についても、種

類、数量、詳細に検討しております。移転作業についてですが、運搬は業者

に委託予定ですが、教職員の皆様に箱詰め作業をお願いする予定です。ダン

ボール等の準備を年末までに整え、各学校で教職員向けに説明会を実施す

る予定です。なお、豊中小学校の竣工が来年 2 月末を予定しているため、

備品の範囲や、移転作業は 3 月中に実施する予定です。 
次に、会議資料に記載のある、その他の意見や要望について、この場で回

答をご報告いたします。1 点目は、屋内運動場の倉庫についてです。倉庫が

狭く、必要なものをすべて収納できないというご意見ありました。この点に

ついては、開校後は外部団体による倉庫利用を許可せず、学校専用の倉庫と

して運用する方針としました。なお、外部団体の利用については、学校の判

断判断に基づき必要に応じて許可する形をとる予定です。2 点目の要望とし

まして、専用の図書管理システムの導入が挙げられました。この件に関しま

しては今年 8 月より、豊中地区 5 校に図書管理ソフトを導入しており、開

校時に適切な管理体制が行えるよう、現在、移管する図書の登録、ラベル張

り等を進めております。3 点目は、既存の小学校で不用品を処分するコンテ

ナの手前に関する要望です。この件につきましては、各学校にコンテナを設

置し、不要品の廃棄がスムーズに行えるよう準備を進めています。 
以上、ご報告させていただいた内容につきまして、ご意見をいただければ

と思います。よろしくお願いします 
田井会長 ありがとうございました。以上で 5 つの報告が終わりました。ここから

すべて一括してこれまでの報告のことに関しての、質問やご意見をいただ

きたいと思います。手を挙げてくれましたら私が指名しますので、お名前を

おっしゃって発言していただければと思います。どうぞ、どなたからでもよ

ろしくお願いします。 

Ａ委員 笠田地区のＡと申します。通学部会の皆さん、本当にいろいろ細かいとこ

ろがたくさんあって、大変だと思うんですけど、私は笠田分館の運営協議会

に所属していまして、8 月 23 日に会がありまして、笠田地区のことについ

て何か最後に、ご意見あったら何でも仰ってくださいという形で話を進め

させていただいた。その時に出た意見なんですけど、自治会とは関係ないか

もしれないんですけど、今度新しくできる豊中小学校の通学路が非常に不
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安になると。例えば、豊中小学校の前の道を出て、直ぐ右に曲がったら、県

道ですけど、道が非常に危ないので、小学生が通学のときには、本当に危な

いんじゃないだろうか。ぜひ要望として、道を拡幅は本当になかなか難しい

と思うんですが、安全対策として、グレーチングで水路を塞いだりとか、も

う少し広くしたり、歩道は無理だと思うんですけど、そういうことができな

いか、ぜひ要望していただきたいということが、自治会長さんから出まし

た。ぜひ子供たちの安全のためにお願いしたいと言ってきましたので、報告

させてもらいます。よろしくお願いします。 
田井会長 通学路の安全で、特に危ないところがあるというお話なんですが、ちょっ

とそれと関連したような質問とか意見があれば、一緒にお伺いしておきま

すけど、よろしいでしょうか。危険な場所というのは、方々からいっぱい出

てきているんですが、一気に対応できないのはもう承知の上なんですが、今

あえて発言されたのは、特に危ないところを特に早めに対応してほしいと

いうような、切実な意見だろうと私は解釈したのですが。 
Ｂ委員 私の孫が来年、2 人豊中小学校に通います。それで、私の近所の道ですが、

踏切付近に歩道がありません。すぐには用地の買収とかがあって、対応は難

しいと思いますが、今、グリーンゾーンというものを白線の隣に描かれてい

るのをよく見ます。グリーンゾーンは歩道に近い状態であり、もちろん歩道

ほど広くはありませんが、白線だけではなくて色を付けることで、そこが子

どもたちや人が歩く場所だと分かるための目印になるそうです。これに関

して経常費をつけるべきだという話を、私も聞きましたし、小学校の運営協

議会でもお話ししました。 
高瀬町では、比地小学校の前あたりや駅周りなどでグリーンゾーンが整

備されているのを見かけます。また、山本、辻あたりも歩道がないため、グ

リーンゾーンを設置してほしいと非常に強くお願いして、ようやく実現し

たという話も聞きました。すぐに対応するのは難しいかもしれませんが、可

能であればぜひこのグリーンゾーンを整備していただきたいと思います。 
田井会長 ありがとうございました。歩道が設置できないのであれば、「グリーンゾ

ーン」を描く形で対応していただけるとありがたいと思います。特に踏切の

近くは非常に危険であり、そのような整備をぜひお願いしたい、という趣旨

のお話だったかと思います。今お話しした 2 つの内容について、関係部局

の方から具体的な説明や対応方針などをご提示いただければ、大変助かり

ます。 

多田課長 失礼いたします。建設港湾課長をしております、多田と申します。まず、

最初にご質問のあった小学校前の県道についてですが、現在、県道の整備工

事を実施しております。それについては、開校までに整備が完了する予定に

なっております。また、それから上手の方につきましても、県道について改

修計画がありますので、県の方にもその点を伝え、早急に対応できるよう要

望を出させていただきたいと思います。 
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また、2番目のグリーンゾーンの話ですが、竹田下高野線につきましては

歩道の要望がありましたが、延長が長いため歩道整備は難しい状況です。そ

のため、昨年度から今年度にかけて舗装をすべてやり替えております。舗装

のやり替え後、主要な箇所についてはグリーンベルトのラインを入れる予

定としております。それについては開校までにできるだけ実施できるよう、

現在準備を進めているところです。すべての箇所に対応するのは難しいた

め、主に学校周辺地域の路線で計画しております。 

学校周辺の 3 路線については、グリーンゾーンの設置を予定しておりま

す。また、「ゾーン 30」という形で、学校周辺の特定の区間において時速 30

キロ規制を設ける予定です。これらの整備は今年で終了する予定ではあり

ませんので、来年度以降も対応する計画です。具体的には、実際に通学が始

まった後で「ここが危ない」といったご要望をいただいた場合、来年度以降

もその要望に基づき対応していきたいと考えております。 

田井会長 市当局で今、ご説明ありましたけども、開校したらすぐにこういう工事が

全部終わるわけではないんで、できるだけ危ないところから順次進めてい

くというふうなお答えだったと思うんですが、できるだけ早く、できるだけ

たくさんというのが、皆さんの意見だと思うんで、できる範囲で市がやると

ころと県にお願いするところと、いろいろあろうかと思いますが、極力努力

して、できるだけ安全対策を進めていただきたいと思います。皆さん同じ意

見だと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。それ以外のことで

質問とか、ご意見ありましたらよろしくお願いします。 

Ｃ委員 この前の通学部会でもお願いしたので、再告という形になるんですけれ

ども、特に中学校から保育所の前を通る道、それから豊中小学校の前を通っ

て、竹田下高野の道が混むかなと思われます。特に雨の日、中学生やそれか

らいろんな方が傘差し運転とか、そういうのもあったらいけないんですけ

れども、あったりするように思われたり、それから一番危惧しとるのは、保

護者に、子供を乗せてきてはいけないと言っても、乗せてくると思います。

なんぼ規制しても、どっかに止めるので、やっぱりそのあたりの駐車場の確

保。あるいは道を広げるとか、いろんなことを、もう一度考えたほうが、事

故が起きないんじゃないかと思いますので、もう一度、何か対策を考えてい

ただけたらありがたいなと思います。これが 1 点です。 

それともう 1 点、先ほど白線の件がありましたけれども、狭い道ですと

車が外側にはみ出て走ります。私の家も道沿いですから、バベを切ってたん

ですけども、見えているのに、ぎりぎり走っているんですよね。非常に危な

いなと思いました。そういうのがありますので、子供たちの通学路と白線、

グリーンゾーン含めて、段差のない白線やグリーンゾーンが危なくないの

か、道に境目をつけるのがいいのか、そのあたりも検討いただけたらありが

たいなと思います。以上です。 

田井会長 ありがとうございました。1 点目は、保護者が子供を学校に車で送ること
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で交通渋滞や危険が発生するという話でした。これについては、現場を確認

しながら学校の先生方や市の当局が対応する必要があるため、この場で具

体的な議論は難しいですが、注意を払いながら、きめ細かい準備を進めてい

くべきという理解でよろしいでしょうか。私も以前の通学部会に参加し意

見を述べましたが、たとえば子供が熱を出したり、特別な事情があって送ら

ざるを得ない場合があることは当然だと思います。ただし、そのような送迎

が日常化してしまうのは避けなければなりません。この点については、市の

当局だけでなく、参加者全員や保護者、先生方が協力して、必要以上に子供

を車で送らないという意識を共有し、習慣づけていくことが重要だと考え

ます。この前もお伝えした通り、小学生の 6 年間を学校まで歩いて通うこ

とで、かなりの運動量が確保されているという点があります。それも子供の

成長の一環であり、重要な要素だと考えています。 

次に 2つ目の件ですが、白線を引いたからといってそれで十分ではない、

いわゆる「白線があるから解決」というものではない、というご意見でよろ

しいでしょうか。この点についても互いに注意を払うべきだと思います。 

いずれにしても、学校が実際に開校し、運営を開始すれば、具体的な危険箇

所がより明確になると思います。その際には、関係者全員で状況を確認し、

その都度対応していくことが今後重要であると考えます。 

その他にも意見や質問があればぜひよろしくお願いします。 

Ｄ委員 毎回同じ質問になり恐縮ですが、災害時の避難場所の確保について伺い

ます。現在、比地大地区では小学校のみが指定避難所となっています。しか

し、その小学校の跡地が売却される予定と聞いていますので、その代替案や

今後の避難場所について、考え方を整理したいと思います。 

現状では避難所が 1 か所のみですが、場所によっては別の場所に逃げる

必要が出てくる場合もあるかと思います。そして、市から指定された避難所

がこの 1 か所のみですので、跡地が売却された際に条件付きで利用可能と

なるのか、実際に使わせてもらえるのか、といった点についてお聞きしたい

です。この件が 1 つの質問です。 

もう 1 点は、小学校が廃校となった場合、現在体育館や運動場をスポー

ツ関係で利用している団体についてです。廃校後は使用できなくなる可能

性があるため、それを想定して準備が必要だと思います。以前、スポーツ振

興課の方は「これらの団体には別の土地へ移ってもらう計画がある」と言わ

れていたような記憶がありますが、具体的な計画がどの程度進んでいるの

か、この点についてもご教示いただければと思います。どうぞよろしくお願

いいたします。 

田井会長 ありがとうございました。2 つあったと思います。1 つ目の避難場所の確

保について関係課の方からご説明いただけますでしょうか。 

秋山課長 危機管理課の秋山でございます。避難場所および避難所に関する件につ

いてお話しします。緊急避難場所については、比地大地区には 1 つのみと
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いう状況ですが、広場や駐車場などを活用し、設置・指定を進めていきたい

と考えています。一方で、避難所は一定期間過ごす場所となるため、地域に

よって確保が困難な場合もあることを理解していただければと思います。 

市全体および各地区で一定数のカバーができるよう対応を進めており、民

間施設との協定を進めることで避難所の数も増やしています。しかしなが

ら、すべての地域で必ず「5 分や 10 分以内の距離に指定避難所を設けられ

る」とは限らず、施設の立地条件による制約もございます。 

また、三豊市には海も山もあり、地域によって事情が異なります。津波浸

水区域の場合には、区域内に避難所を設置することはできないため、歩いて

移動する必要があり、距離が多少長くなる場合もございます。この点につい

てはご理解いただければと思います。 

田井会長 努力していただけると思います。そしたら 2 つ目の運動施設数の件、よ

ろしくお願いします。 

高橋課長 スポーツ振興課の高橋と申します。ご質問をいただきました体育館や運

動場の調整進捗状況について報告いたします。豊中町 5 校の体育施設の利

用団体に集まっていただき、昨年 9 月から今年 8 月までの間に 4 回意見交

換や利用希望の調整を行いました。その過程で、多くの利用団体の皆様から

ご理解とご協力をいただき、特に体育館の調整については概ね 8 割ほど合

意が進んでおり、団体同士が話し合いを通じて、例えば半面ずつ使用するな

どの形で協力していただいている状況です。 

特に比地大小学校については、ジュニアバレーボールクラブやスポーツ

協会のバドミントンがこれまで使用していますが、施設の物理的制約から

皆さんの希望が完全には叶えられない場合もあることをご了承いただきな

がら、調整が概ね進んでいる状態でございます。 

以上、ご報告とさせていただきます。 

田井会長 ありがとうございます、大分進んでいるとおもいます。運動場はどういう

段取りなんですか。 

高橋課長 現状、小学校のグラウンドを定期的に利用している団体としては、上高野

小学校のスポーツ少年野球チーム、本山小学校のスポーツ少年団野球チー

ム、そして笠田小学校でのグランドゴルフ団体が挙げられます。これらの団

体について、具体的な調整はまだ行われていない状況ですが、土日の利用が

3 団体程度であれば、ある程度調整が可能と考えています。そのため、まず

は体育館の調整が完了した後に、グラウンドの調整を進める予定です。以上

です。 

田井会長 使えるということですか。 

高橋課長 概ね 3 団体ぐらいですので、土日の前後の中で調整をすれば使えるとい

う想定です。 

田井会長 それは当然、売却が決まるまでという話ですよね。 
高橋課長 新しい小学校で利用するという話です。 
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田井会長 これまでの 5 つの小学校の運動場はもう一切使えないという理解でよろ

しいですか。 

高橋課長 閉校後の売却などのスケジュール次第ではありますが、基本的には新し

い小学校ができているため、そちらを利用すれば良いと考えています。ただ

し、具体的な閉校後のスケジュールがまだ決まっていない状況ですので、詳

細が分かり次第改めて報告いたします。 

田井会長 単純な話ですが、売却済みであれば使えないのは理解しています。しか

し、まだ売却されていない状況で運動場もあるのなら、それを利用できない

のかという素朴な疑問を感じています。売却されていない状態でも使って

はいけないのか、それとも自己責任で利用可能なのかという点は、一般庶民

の感覚として「空いているのに使えないのはなぜか」という疑問が当然ある

と思います。 

そのため、納得のいく説明をするか、明確なルールを定めるか、いずれか

をしっかり行っていただきたいと思います。検討をお願い申し上げます。他

に質問はありませんか。 

Ｃ委員 自主防災について教えていただきたいのですが、自分で逃げなければい

けないのでしょうか。老人や歩行が困難な方がおられる中で、「自分で逃げ

なければならない」という点が気になりました。病人や高齢者に対する対応

も考慮していただきたいと思います。 

また、もう一点は学童保育についてです。エアコン設置の話を以前伺いまし

たが、別の機会には学童でエアコンが使えないと聞きました。使用のための

費用などは確保されているのでしょうか。   

内田課長 失礼します。学校教育課の内田です。放課後児童クラブについて、学校内

施設で運営している場合も施設外で運営している場合も、エアコン代を別

途徴収したり、予算を分けることはありません。学校教育課の予算を使い、

学校の電気を利用しています。今回豊中小学校においては、ガスで動くエア

コンと聞いており、これから運用を始める予定です。五校分の予算計上につ

いては、学校教育課と五校の学校長との間で打ち合わせを進めていき、エア

コン関連予算も継続して確保する予定です。以上です。 

Ｅ委員 屋内運動場の学童利用時のエアコン使用も可能ってことでいいですか。 

内田課長 他の学校でも、夏休みやその他の長期休み中は 1 日が長くなるため、学

校内の別の部屋を使用することがあります。長期休業中に余分な部屋を使

う場合も含め、学校で行われる授業や活動、そして放課後児童クラブに関し

ては、エアコン代やその他の費用を別途徴収することはありません。 

ただし、一般費用については方針がまだ決まっていないため、今後協議が

必要です。通常の学校教育活動および放課後児童クラブについても、別徴収

は行っていません。 
Ｅ委員 分かりました。ありがとうございます。 

秋山課長 先ほどの質問でありました災害時に逃げる際の基本は、まず「自助」であ
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り、自分の命は自分で守ることが最優先です。しかし、逃げられない方につ

いては「共助」が必要となり、自主防災組織などの協力が求められます。特

に、高齢者や障害者などの「避難行動要支援者」については、毎年対象者を

登録し、登録内容に基づいて市から通知が送られる仕組みがあります。登録

がされると、具体的な支援者や対応方法を含む「個別計画」を作成し、避難

時に必要な支援や配慮を行います。 

このような登録と計画の仕組みを活用して、避難行動を円滑に進める体

制を整えています。 

田井会長 もう大分時間かけてきたんですけども、質問、ご意見ありましたらどうぞ

遠慮なくおっしゃってください。 

Ｆ委員 昨年や今年のように暑い日が続く場合、昼間の暑い時間帯に子どもたち

が下校しなければならない状況があります。夏休みの期間を延長するとい

った対策は検討されていないのでしょうか。特に、小さい子どもたちは歩く

速度が遅く、また小学校では長時間歩かなければならない場面もあるため、

そのような暑さ対策について少し考えていただければと思いますが、その

ような議論はあるのでしょうか。 

教育長 昨日のニュースで、東京で始業式を遅らせるという話題が報じられてい

ましたが、夏休みの期間については、例えば香川県では善通寺市で既に新学

期が始まっています。それは各教育委員会が決定することができます。当然

ながら、東北や北海道の学校の夏休みは、西日本の学校に比べると短い場合

もあり、地域の実情に応じて運用されています。現時点では、来年度から夏

休みをどうするかといった議論は特にまだ行われていません。ただ、これだ

け暑い日が続くと、そのような要望が出てくる可能性もあり、学校側からも

様々な意見が出されることが予想されます。その際には、当然しっかりと議

論を進めていきたいと思います。なお、夏休みについては法律で「こうしな

ければならない」というルールがあるわけではありませんので、それぞれの

教育委員会が決定するものです。今後も柔軟に対応できるよう努めていき

たいと考えています。 

Ｇ委員 スクールバスについてお伺いしたいのですが、2キロ圏外の自治会の場合

は問題ないのですが、2 キロ圏外に家を建てられているにもかかわらず、そ

の方の所属する自治会が 2 キロ圏内に位置する場合、スクールバスの個別

対応をしていただけると以前お伺いしていたと思います。この点について、

具体的に個別対応の判断基準を教えていただきたいのですが、例えば「円」

の範囲で判断されるのか、それとも Google マップのようなツールを使用し

て学校から家までの距離を基準にして判断されるのか、教えていただけれ

ばと思います。 

事務局 先ほどのお問い合わせについてですが、おっしゃる通り、スクールバスの

基準は 2 キロ圏の円となります。こちらで調査した結果、現在記載されて

いる青い丸で囲まれた自治会は、2キロ圏外に位置していることを確認して
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おります。ただし、円内に含まれる自治会にお住まいの方であっても、実際

の住所が 2 キロ圏外にある場合は、スクールバス支援の対象となります。

具体的には、そのような場合、教育委員会へお問い合わせいただければ、住

所等を基に現地を確認させていただきます。確認の結果、住所が円の外側に

あると判断された場合、スクールバスで通学することが可能ですので、その

認識で問題ありません。 

Ｄ委員 比地大では花火大会を開催しており、すでに 35 年続いています。地元か

らは「もっと続けてほしい」という声が多く挙がっており、今年も開催しま

した。ただし、今後運動場が使えるかどうか、また花火大会を続けられるか

については不透明な状況です。今年の大会では、実行委員長が挨拶の際に

「来年以降の開催については未定です」という趣旨の発言をしました。その

ため、地元からは寄付を募ってでも、できるだけこれまでと同じ形で続けて

ほしいという要望が寄せられています。 

これは非常に重大な問題です。仮に土地が売却されるとしても、地元で開

催される花火大会のために、その場所を使えるよう保証してほしいという

要望があります。この場で即答をお願いするわけではありませんが、地元住

民から嘆願を進めています。売却計画を進める場合、市長におかれては地元

の要望に可能な限り応える形で対応していただければと思います。その際、

売却先との契約条件に「地元での活用保証」を盛り込むことができるのかど

うか、ご検討いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。   

曽根課長 失礼いたします。管財課の曽根です。ご質問の「条件を付した契約」とい

うお話についてですが、売却にあたっては一般競争入札という形で進めて

います。その際、先ほどご質問にありました避難所利用などについては、一

応条件の中に「避難所としての利用をお願いしたい」という旨を盛り込むこ

とはできます。ただし、これはあくまでも購入された事業者様へのお願いと

いう形になります。 

理由として、その土地を購入される事業者様は通常、事業計画に基づいて

購入を検討されますので、条件を過剰に付けると購入しづらい状況が発生

する可能性があります。そのため、売却後には購入された事業者様に対して

可能な限りの協力をお願いしていく方針です。この点についてはご理解い

ただきたいと思います。 

Ｄ委員 そういうことであれば、例えば運送会社などが購入することになり、運動

場が山盛りにされてしまった場合、使用できなくなることが想定されます

よね。そのような問題については、条件として住民の話し合いを行ったうえ

で売却するという形になるのでしょうか？ 

曽根課長 おっしゃることは分かるのですが、やはり三豊市では現在、基本的に行政

財産の目的を終えた建物については売却方針を立てています。その中で、売

却対象となるものについては競争入札を行いますので、もちろん一定の基

本的な条件を付けています。その条件については、法律で禁止されている事
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項を除外し、入札に参加できない条件を設定しています。しかし、それ以外

の事項については、業種で細かく条件を分けるということは、行政としては

なかなか対応が難しい部分があります。 

Ｄ委員 行政側としては、売却が基本方針ですので、それ自体は仕方がないと思い

ます。しかし、仮に売れなかった場合、いつまで使用させてもらえるのでし

ょうか。例えば、1 年、2 年、3 年と売れない状態が続いた場合、それは三

豊市の敷地ですよね。そのときに使用を申し出たとして、市側に要望すれば

利用可能なのでしょうか。 

曽根課長 年度末の 3月 31 日をもって、5 校につきましては廃校となります。現在、

財産的には教育財産、いわゆる行政財産として教育委員会で管理していま

すが、廃校になった後、すぐに普通財産になるわけではありません。廃校後

には、残置物の処分や校舎内に残っている物品の処分など、売却に向けたさ

まざまな準備を教育委員会が行う必要があります。その準備が整う段階で

すが、具体的な時期はまだ不明です。準備が完了して段階が整ったら用途廃

止が行われ、管財課へ引き渡されることになります。その後、管財課が売却

に向けた準備を進める形になります。 

Ｄ委員 それでは、売却ができない場合に、市の方にお願いして敷地だけ借りると

いうのは可能でしょうか？ 

曽根課長 基本的に、普通財産になった段階では使用できないと考えていただいた

方がよいと思います。 

Ｄ委員 それを許可してしまうと、避難地としての利用も駄目ということになり

ますよね。地域住民から、「花火だけでも続けてほしい」という要望がある

のですが、あそこは運動場がなければ花火ができないのが現状です。許可は

当然おりているわけですから、あの場所を敷地としてぜひとも確保してい

ただきたいと、比地大地域では考えています。 

市長さんに今年嘆願書を提出し、その話をしたのですが、「住民の意見を

できるだけ聞きつつ、売却を進めます」というような原則があるとの回答を

いただいたと思います。それなら、比地大地区が土地を購入しようというの

もおかしいなと思うんです。個人が購入してくれるなら問題ないのですが、

比地大地区全体で購入しなければならないというのはどうなんだろう、と

考えています。そのあたりはどうなるのでしょうか。 

さらに、来年度の花火大会をどうするかについては、まだ具体的に考えて

いない状況ですよね。住民からの強い要望がある以上、それも含めて跡地利

用を検討し、できる限り継続できる方向でお願いしたいと思います。以上で

す。 

田井会長 ありがとうございました。すみません、私が聞き漏らしてしまったのです

が、売却が決まった時点で一切使えなくなるという理解でよろしいでしょ

うか？それとも、学校の終了が落ち着いた段階で、売却がまだ済んでいなく

ても使用できなくなるのでしょうか？ 
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曽根課長 売却が決まったらといいますか、簡単に言うと普通財産になった段階で

使えないという考え方です。 

田井会長 売却するというふうに市の方が提示したら、買い手がついてなくても使

えないとこういうことですか。 

曽根課長 売却すると公募をかけた段階で使えないです。 

田井会長 ということで、市民感情としては、売れてないのになんで使えんのだとな

るんですけど、そこはちょっとここで議論していたら終わりませんので。 

Ｄ委員 そうすると、管財課に移管するまでは使えるということですか。 

曽根課長 はい。それまでは使えます。 

Ｈ委員 こちらでもいろいろと質問を受けるので、確認させていただきたいので

すが、来年の 4月以降は施設に入れなくなるということでしょうか。もし、

売却が決まるまでに 1 年かかるとして、その間に地震や災害が発生し避難

所として利用できないとなると非常に困ります。売却が決まるまでは避難

所として利用しても構わない、という条件を付けていただけるとありがた

いのですが。代表者が決まればその方との話し合いが行われるかもしれま

せんが、空白の期間については、緊急時に避難が可能かの検討をぜひお願い

したいと思います。 

秋山課長 避難所に関しましては、指定避難所として指定されている限り、ご利用い

ただけると思います。ただし、その他の利用につきましては、さまざまな制

限があるかと思います。指定避難所につきましては、指定期間中はご利用い

ただけますが、タイミングによって指定が解除される場合もございます。そ

の際までは利用可能ですので、よろしくお願いいたします。 

Ｉ委員 上高野小学校の野球チームは非常に熱心なチームで、先ほど「土日に 3団

体で割り振って使用する」と話が出ました。ただ、私はその件には直接関係

はありませんが、こうした内容については早めに話し合っておかないと、ト

ラブルが発生する可能性があると感じています。どうぞよろしくお願いい

たします。 

Ｊ委員 上先ほどの話に追加でお伝えしたいのですが、野球チームは基本的に運

動場で練習しています。ただし、雨が降った場合には上高野小学校の体育館

を使って練習しています。 

先ほどの話を踏まえると、体育館のクラブチームの使用を先に決め、その

後に運動場の 3 団体の利用を決めるという流れで受け取りましたが、この

野球チームも体育館の使用に関して話し合いに含まれているのでしょう

か。 

高橋課長 失礼いたします。現状では、既存の体育館を利用している団体、例えばバ

レーやバドミントンといった団体だけでも非常に多く存在している状況で

す。そのため、屋外のチームが随時体育館を使用されているということにつ

いては承知しておりますが、まずは体育館で競技をする種目の利用調整を

優先的に進めさせていただいております。その中で、当然ながら体育館の空
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きが出たり、土日に雨天の場合などに限り、屋外のチームが利用可能になる

場合もございます。ただし、現時点では引き続き屋内競技の調整を優先して

進めさせていただいております。 

Ｋ委員 そうなると、後で野球チームとかが体育館を使いたいと言ったときには、

限られるということですか。 

高橋委員 そうですね。空きがあるか、入ってる団体との個別の調整とかが必要にな

ると思います。晴れたらグラウンドで練習できると思いますので、そのあた

り体育館の利用団体、体育館だけでしか出来ない種目の方とのバランスを

考えるとご理解いただきたいところでございます。 

Ｋ委員 自分の子供にも関係するのでお話しするのですが、その場合、野球チーム

は「それはどうなんだ」となると思います。最初の体育館利用に関する話し

合いの際に、「野球チームも参加させてほしかった」となるのではないでし

ょうか。 

高橋委員 先ほど申しましたとおり、今まで 4 回意見交換会を行う中で、第 1 回、

第 2 回については、屋外の団体の方々もお招きして開催させていただきま

した。その中で、屋内の種目がかなり多いという点についてはご理解いただ

き、その後、屋内競技の団体の方々だけで体育館の利用調整をさせていただ

いたという経緯があります。 

そのため、ある程度ご理解いただけているのではないかと思います。た

だ、これから屋外競技の調整をしていく段階で、体育館についても現状をご

説明し、改めてご理解いただけるよう努めていくことを考えております。 

Ｋ委員 それと豊中町改善センターでバレーが活動してると思うんですけど、文

化祭とかで 1 週間も使えない場合に、小学校を使ったりしているんですけ

どそれも一緒に話し合いに入っているんですか。 

高橋課長 現状では含まれていません。毎週定期的に利用する団体のみで調整を行

っているため、文化祭の時期におけるスポット利用については、その都度の

調整となると思います。 

Ｋ委員 それは豊中中学校のバレー部や先生もご存じなんですか。 

高橋課長 こちらの方から個別には説明はしてないです。 

Ｋ委員 市民が使うとなったら、交渉してからということになりますか。 

高橋課長 そうなります。 

田井会長 もう時間がだいぶ遅くなったので、そろそろ締めくくりたいと思います

が、よろしいでしょうか。もし何かこれだけは言っておきたいことがあれ

ば、お受けします。 

Ａ委員 笠田の今川です。少しずつ改善されてきていると思います。我々、協議会

の委員として参加させていただいている者として、当初、小学校の統合につ

いて、地区からの発議で「統合しましょう」という話がありました。その後、

教育委員会からも、「現状を踏まえると各小学校の都合や課題が多々あるた

め、統合を進めるべき」という提案があり、私たちはそれについて話し合い
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を続けてきたと思います。 

しかし、その過程で、地区の方々の中に統合に反対される方が多くいらっ

しゃったことも事実です。この協議会の中でも、反対意見がしっかりと議論

される場がありました。そうした意見を少しずつ改善しながら、より良い小

学校をつくることを目指して協議を進めてきたと考えています。 

また、この統合の結果について、他の市町も「どんな小学校ができるのだ

ろうか」と注目しているのではないかと思います。我々は委員としてこの場

に参加し、統合に反対している方々のご意見も真剣に受け止め、それを少し

でも改善して良いものをつくり上げていきたいという思いで取り組んでい

ます。この協議会が続けられる中で、教育委員会の皆さんもその努力に深く

協力していただき、精一杯尽力されてきたと思います。 

ですので、私たちは反対されている方々の意見を尊重しながらも、最終的

には「良い学校ができて良かった」と地区のみなさんに思っていただけるよ

うな形を目指して進めてきました。これまで本当に多くの苦労がありまし

たが、ここまで話し合いが進んできたことは大きな成果だと思います。今後

も、少しでも良い形の結果につながるよう、ぜひご協力いただければと思い

ます。以上です。 

田井会長 ありがとうございました。司会者として一言発言させていただきたいと

思います。当初の議論では、大規模校が良いか小規模校が良いかという点が

中心でした。現状から考えると、大規模校への統合はやむを得ないという結

論になりました。それならば、大規模校の特徴を活かしつつ、小規模校の良

さも取り入れながら、みんなで良い小学校を作りましょうという流れでこ

こまで進んできました。 

ただ、私がその後気になったのは、小学校を統合した結果として、避難場

所がなくなったり、スポーツ施設が減ったりしてしまったことです。それで

は、「小学校を統合しないほうがむしろ良かったのではないか」と感じる市

民もいるのではないでしょうか。確かに、小学校のみを考えれば統合は良い

選択だったかもしれません。しかし、統合によって地域全体に生じたマイナ

ス面を見れば、結果として不満が出てしまっている状況だと思います。 

具体的には、5 つの小学校のうち、せめて 2つくらいは残しておけば、新

しい統合小学校に加えて、少し規模の小さい小学校が 2 つ残り、体育館や

運動場もその分確保できたのではないでしょうか。スポーツ施設や避難場

所をある程度残すことができれば、地域住民のニーズにも応えられたよう

に思います。しかし、この協議が始まった頃、割と早い段階で「売却が決ま

りました」という報告を受けました。そこで「売却は原則ですか？」と尋ね

たところ、「売却が決定済みです」との返答がありました。 

市としての対応が、市民の気持ちや住民の不満を少し軽視しているので

はないか、と司会進行をしながら感じました。この場で市長や議員の方もい

らっしゃいませんし、教育長を含む関係者に直接文句を言うつもりはあり
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ませんが、現状としてそのような結果になっているという事実をぜひ認識

していただきたいと思います。 

例えば、比地大地区では「花火大会を開催したい」「スポーツ少年団の子

どもたちが練習できる場所が欲しい」「高齢者が遠くまで行かなくても避難

できる場所が欲しい」など、市民の切実な願いがあります。それに応えるの

が市の役割ではないでしょうか。統合小学校を作ることだけが市の仕事で

はないでしょう。ぜひ、方針を見直し、対応を改善するよう市の中枢にいる

お偉い方々に伝えていただきたいと思います。だって、はっきり言って豊中

小学校を作るために、他の場所ではいろいろと我慢しなければならないと

いうのが現状じゃないですか。5つの小学校を売却するのであれば、それは

それで仕方がないとしても、避難場所の確保やスポーツ施設の確保につい

て、市はもっと前向きに考えるべきだと思います。それに対して、「それは

ダメです」「これはできません」といった曖昧な対応ばかりでは、住民とし

て納得ができません。せめて、「こういう方法で対応します。その代わりこ

ういうことを実施します」という具体的で明確な回答が欲しいと思います。

その点、ぜひ対応をお願いします。 

ついでに、少し話題が変わりますが、子育て支援課が今日欠席ということ

で、先日私が直接経過を聞いた内容をこの場でお伝えします。私が心配して

いたのは、現在の状況のまま豊中小学校になる際の学童保育に関する問題

です。平常時、つまり通常の日には学童に通う子どもが 150 人もいるだろ

うと予想されます。さらに、夏休みになると 200 人近くに増えるかもしれ

ません。それだけの人数が狭いスペースに詰め込まれると、子どもたちにと

って非常に良くない環境になると思います。そのため何とか対応を考えて

ほしいと意見を出していました。 

先日の話し合いでは、「基本的には体育館の 1階にある 5部屋だけで対応

したい」と言われました。また、「どうしてもそれでは対応できない場合に

は考えます」という返答を頂きました。ただ、その「どうしても対応できな

い場合」という判断の基準が未だにはっきりしていないので、その点が非常

に心配です。確かに体育館に空調設備が整備されているので、学童保育でも

体育館を活用できれば、子どもたちのストレス解消や環境改善にはなると

は思います。しかし、仮に 200 人を超える状況になった場合には、とても対

応できるとは思えません。 

これも先ほどの話同様、市民サービスの基本だと思うんです。子育て支援

課が「体育館の 1 階で済ませたい」と考えている理由が、私にはいまだに理

解できません。そんなに大きなお金がかかるわけでもないので、他に 1 か

所ぐらい学童専用のスペースを作っても良いのではないかと、今でも思っ

ています。ただし、先日「必要になったらそのようにします」という返事を

いただいたので、その点には期待をしています。また、学童保育を担当する

業者が既に決まったことや、来年度の希望調査を 11 月末に集約しておおよ
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その人数を確定させるという経過についても聞いております。 

最後に、少し演説のようになってしまい申し訳ありませんが、市の当局の

方々にはぜひとも「豊中市民が暮らしやすい街」になるようにということを

お願いしたいです。豊中小学校ができたことで、住民が「いろいろなものが

なくなってしまった」と感じる事態にはならないよう、最大限の配慮をお願

い申し上げます。私としては、住民の気持ちを代弁したつもりですが、その

点、ぜひともよろしくお願いいたします。 

それでは、最後の締めくくりに入りたいと思います。事務局から事務連絡

があるそうですので、よろしくお願いします。 

【その他】(1) 今後のスケジュールについて 

事務局 ありがとうございました。最後に、今後のスケジュールについてお伝えい

たします。最終的なスケジュールは 54ページに記載しております。本日は

第 9 回地域協議会を開催しておりますが、年度内に第 10 回地域協議会を 2

月または 3 月に開催する予定でございます。その間には統合準備会などの

活動もございますので、皆様方には引き続きご協力をいただきますようお

願い申し上げます。 

その他のスケジュールについては以上となります。 

田井会長 ありがとうございました。以上で議事の方終わりたいと思います。 

司会 はい。田井会長、行燈副会長、長時間にわたり議事の進行をありがとうご

ざいました。それから委員の皆様方も、貴重なお時間を割いていただき、本

当にありがとうございます。また、いただいたご意見につきましては、関係

部局と協議の上、今後の進行に反映させていきたいと思います。 

先ほども申し上げました通り、第 10 回地域協議会は年度末頃の開催を予

定しております。皆様方には引き続きご協力のほど、どうぞよろしくお願い

申し上げます。 

最後になりますが、教育委員会の開口部長よりご挨拶をいただき、この会

を終了とさせていただきます。開口部長、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

開口部長 失礼いたします。皆様、本日は、昼間のお仕事でお忙しかったり、家庭の

ことでお忙しい中、地域協議会にご参加いただき、誠にありがとうございま

す。また、さまざまなご意見をいただき、改めて実感しましたが、学校の再

編は、子どもたちのことを第一に考え、再編が必要であるという判断をした

ものです。しかし、子どもたちだけでなく、保護者の皆様や地域の皆様にと

っても、この統合は非常に重要なことであると改めて感じた次第です。 

令和 8 年 4 月の開校まで、残り 7 ヶ月となりました。今後も皆様ととも

に、開校に向けて準備を進めてまいりたいと考えておりますので、引き続き

ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。本日は誠にありがとうござい

ました。 

 


